
下作延中央町内会

事例紹介

活性化のヒント

区域

加入世帯

町内会HP

約２，２５０世帯

川崎市高津区下作延２～７丁目・向ヶ丘

高津区役所地域振興課 ０４４－８６１－３１４４問合せ

下作延中央町内会の活動資料より一部転載



28Copyright.

下作延中央町内会の活動事例

背
景

取
組

●限定的に捉えがちな町内会活動

活性化の

ヒントに

●ニーズの把握と加入促進

「町内会の活性化を図りたい」

●若い世代への情報発信不足

町内会の活性化って必要なの？

令和８年に７０周年を迎える下作延中央町内会は、

子ども会や青年部の活動等に代表される各部でのお祭

りなど様々な行事を行っています。

また、平成１３年のホームページ開設を始めとして、

デジタル委員会の発足やＬＩＮＥオープンチャットで

の電子回覧、災害時の活用等先進的な取組を行い、町

内会の活性化や加入促進に少しでも繋げられるように、

日々試行錯誤しています。

町内会のことをあまり知らない方にとっては限定的

に思われがちな町内会活動。下作延中央町内会では、

加入メリットを地域住民に周知をすることが大事であ

ると考え「町内会の活動紹介と加入のメリットを記載

したチラシ」の作成や住民のニーズ等を把握するため

「住民意識調査アンケート」、若い世代向けの活動と

して「ハロウィンイベント」を実施する等、時代の変

化に合わせて多くの工夫した取組を行っています。

●時代の変化に合わせた活動の必要性

災害時において、知り合いが困っていたら、

「助けたい」って思える

活性化への道は決して簡単ではないけれど

それでも、町内会に入ってもらえれば、知り合いの輪

が広がり、活性化すれば地域全体にその輪が広がる

町内会に入るメリットって、そういうことなんだと

伝えたい

●防災と電子化の取組

●若い世代へ参加促進のアプローチ
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世代間の違いを理解して繋がりをつくる、若い世代も「必要性」を感じてもらえる町内会へ

社会が変遷すればニーズも変わる、町内会も変化を恐れずに活動の検討を

活動紹介と１５個の加入メリット

町内会に加入するメリットって何だろう、改めて

立ち返ると、言語化できない方も多いのではないで

しょうか。

下作延中央町内会では、町内会の加入率が低下し

ている中、加入するメリットや活動内容を伝えるチ

ラシを作成し、掲示板等において地域住民へ周知。

下作延中央町内会が考える加入するメリット、そ

れは「人との繋がりの輪が広がること」。

「ニーズの把握と加入促進」

下作延中央

町内会

「防災と電子化の取組」

防災名簿の作成

市の災害時要援護者支援名簿とは別に町内会独自

に「防災名簿」を作成。

平成２３年に発生した東日本大震災後、町内会と

して現地視察を実施した際に「防災名簿」の必要性

を感じたという下作延中央町内会は、会員全戸に名

簿の記載を依頼することで作成。

名簿は２年に一度情報を更新、災害時には会長宅

の金庫に厳重保管している本名簿を自衛隊や消防署

等共有することで減災への取組に繋げるという。

ＬＩＮＥオープンチャットの開設

回覧板だけでは、若い世代の会員には届かない。

一人ひとりに届く情報発信の手段の１つとして、電

子掲示板「ＬＩＮＥのオープンチャット」を開設。

オープンチャットに登録すれば、紙の回覧版のよ

うに手間をかけることなく情報発信が容易になる。

平時には掲示板として活用し、災害時には被害状況

等を共有することを想定。

ホームページと併用して、目的に応じて使い分け

ることで情報発信を行っていく。

02
「若い世代の参加促進」

03
ハロウィンの実施

区町連研修会での講師からの「若い人向けのイベ

ントをやってますか？」の発言をヒントに若い世代

から必要性を感じてもらえる活動を検討し、令和６

年からハロウィン実行委員会を発足させ、若い世代

を巻き込んだ「ハロウィンイベント」を開催。大人

だけでなく子どもも一緒に楽しめることをコンセプ

トに実施したところ、大変好評な企画となった。

気になるイベントに１つでも参加してもらえれば、

そこがきっかけに新たな繋がりが生まれる。

住民意識調査

令和６年の他町内会での事例を参考に、住民意識

調査を会員全戸配布で実施。内容としては「参加で

きそうな活動メニュー」や「実施すれば参加したい

活動メニュー」など計８項目。匿名での回答も可能

であるが、氏名を記載し、活動に興味を示してくれ

た方については、個別のアプローチを検討している

という下作延中央町内会。

集計結果が不安の中でのアンケート調査であった

が、３７％の回答を得られ、担い手不足等課題があ

る中で、有効策を検討していく。

中央ジュニア防災隊の発足

令和７年は新たな企画として、子どもを対象とし

た「中央ジュニア防災隊」を立ち上げた下作延中央

町内会。

消防署等との連携や防災訓練の

活動と組合せることで、防災意識

の向上を図っていく予定。
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